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小学校 40。 中学校 4

教育委員会

学校綸食岬沢センター

学校綸食北部センター

青少年補導センター社会教育課

市 立 近 代 美 術 館
カルチヤー館・油丼一二記念館

燿 晰

跛 蠅 愧

(事 務 局)

教  育  長

教 育 次 長

課    長

管 理 係 長

埋献文化財係長

埋蔵文イヒ財係

佐久市教育委員会 埋蔵文イヒ財課

大井 季夫

奥原 秀雄

上原 正秀

小林 泰子

草間 芳行

林  華彦、高村 博文、三石 宗一、須藤 隆司、小林 興寿、

羽毛田卓也、冨沢 一明、上原  学



調 査 主 任

調査 扇」主任

調  査  員

佐で木宗昭、森泉がよ子

堺  益子

浅沼ノブ江、阿部 不□人、荒丼 不」男、荒丼応、み子、飯沢つや子、

五十嵐勝吉、池田 豊子、磯貝 はな、市川 愛子、市川チイ子、

丼出 愛子、丼出つねじ、丼出 俊雄、伊藤  理、伊藤 七郎、

丼上 イ]雄、今丼みさ子、岩下 吉代、岩下とも子、岩下 文子、

上西カロ代子、上野よし子、上原 華子、江原 富子、遠藤しづが、

大丼 キセ、小田川 栄、小田川時江、掛川歓すい、柏原 松枝、

勝山 克世、金森 治代、金子みよし、川多アヤ子、本内 明美、

本内  久、本内よし子、工藤しず子、棚沢三之助、倉見  渡、

神津ツネヨ、神津よしの、興石しげ子、小須田 サワエ、小林 華子、

小林 立江、小林誅さ子、小林 陽子、小林よしみ、斉藤 義男、

佐藤 明子、佐藤 希望、篠崎 清一、篠原 昭子、篠原 孝子、

清水佐知子、清水 六郎、白丼あ<に、関田  正、高梨け二二、

高橋 る、み、竹重 祐夫、武田 干里、武田まつ子、堤 ときよ、

角田すづ子、角田  時、角田トミ正、角田 良夫、東城 友子、

東城 華子、徳田 代助、伴野甚三郎、樋田 咲枝、並本ことみ、

成沢 冨子、萩原 宮子、羽毛田香里、橋詰 勝子、橋詰けさよ、

橋詰 信子、橋詰ヨシ江、花岡美津子、花里香代子、花里きしの、

花里四之助、花里三佐子、花里八重子、原 キミエ、星野 良子、

細萱ミスズ、堀籠 滋子、堀込 成子、堀籠  因、堀籠みさと、

真島 保子、増永佐代子、増野 深志、丸山  澄、丸山美奈子、

宮|||百合子、宮本 宣子、村松 とみ、茂本とよ子、桃井もとめ、

森泉 欽一、森角 友子、谷津 茂子、柳沢干賀子、ell沢ちなみ、

柳沢豊志子、山浦 豊子、山崎さきの、山崎  直、山崎平八郎、

横山みよ子、依田三枝子、依田 みち、不ロス井義雄、渡辺久美子、

渡辺 倍男
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¶ 蜀頷揚鯰鰺 |■■■|■|

平成 5年度埋蔵文化財調査事業費  予 算 額    362,421,000円

決 算 額    362,205,387円

受託事業費    247,908,000円

鰤 憮瘍 鷹霰褥燎鱚 |

u)現状ぉょび指定保護 。保存

該当なし。

121 記録保存

1)概 要

国

県

市

等

国 。県補助 4 4

長野県土地開発公社   1 4 4 4

佐久平土地改良 EXI 4

佐久建設事務所 2 4
′
針 4

佐久下水道組合     1 4 4

佐久南土地開発公社   1 2 4

佐久市開発公社 4

佐久市        1 7
lEl人・民間業者     1 9 Л

付 ア

□ 計
７
／ 5

原因者負担       1 20 4

国 。県補助 4



2)発掘調査

1 一本松古墳群

第 3号古墳

佐入市大字下平尾宇一本松 復元保存

1,000m2

2 丸LLl古墳群 佐久市大字下平尾字丸出 古墳 2基現状保存

7,000ぽ

3 下伴助A遺跡 佐久市大字下平尾字下伴助他 住45(縄.平),掘立4,土器埋納土坑2,上坑 6,

竪 2(中世),古墳 141,000ぽ

4 下1半助B遺跡 佐久市大字下平尾 。上平尾 住41(縄前～中),土坑34(縄早～中),掘立 2

9,300耐

5 下伴助砦跡

一本松砦跡

佐久市大字下平尾・上平尾 段曲輔,石lE3,溝

下伴助砦跡3,700耐.一本松砦跡1,600耐

6 白Ш砦跡 佐久市大字上平尾 段曲輔,石垣

4,200m2

7 棚畑遺鰤 佐久市大字上平尾 住25(縄～平),竪 6,上坑104

8,800mi

曽根新城遺跡 |||・ VI 佐久市大字長土呂字曽根新城 ||1 住 4(平),土坑10,溝 4

∨1 住 3(平 ),上坑 3,溝 9|||-4,000ぽ .∨|-775耐

枇杷坂遺跡群

上久保田向遺跡 ||・∨|

佐久市大字岩村田字枇杷坂 ‖ 土筑墓 3(中世),溝 4,河川跡 4

∨1 河川跡 4‖-250耐 .∨|-440ぽ

曽根新城遠跡∨ 佐久市大字長土呂字曽根新城

3,300mi

佐久市埋蔵文化財調査報告書第28集『轡根新城∨』

住 2(平),上境42,溝 2

栗毛坂遺跡群

西曽根遺跡 |||

佐久市大字岩村日字西曽根67 掘立 6,■坑 1,小河川跡 4

300m2

榛名平逮跡

坪の内古墳

佐久市大字根岸字榛名平3356-2他

46,700m2

住405(縄～平),掘立 6,上坑墓・火葬墓48,■坑194,

溝409,丼戸址 5,古墳 4

八風山遺跡群 佐久市大宇香坂字雨原他 石器製作跡 (縄前)

3,300mi

長上呂遺跡群

聖原遺跡ⅥI

佐ス市大宇長土呂宇長土呂隠し3

423.21耐

佐久市埋蔵文イヒ財調査報告書第33集

『聖原遺跡ⅥI・ 下曽根遺跡 |。 前藤部遺跡 2』

聖原ⅥI 住 3(古～平),土坑 2

下曽根 1 住 3(古 )

芝宮遺跡群

下曽根遺跡 |

佐入市大字長土呂字下曽根44-4

4フ nf

芝宮遺跡群

高llj遺跡

佐A「 13大宇長上呂字下高山724-4 住24(平),掘立 6,上坑22,溝 2

4,705m2

長土呂遺跡群

聖原遺府 |

佐久市大字長主昌 住 6(平 ),掘立47,■坑 3,粘 2,溝 2

2,500m2

芝宮遺跡群

南下中原遺跡 ||

佐ス市大字長主日宇南下中原 住 4(古～平),掘立 2,上坑 1,溝 2

2,000耐

立石遺跡 佐久市大字根岸 平成 2・ 3・ 4年度試掘調査

火葬墓 4100ぽ

兵士出・

五斗代B遺跡

佐久市大字香坂字兵■山43-22他 8召不□54年度発掘調査

兵■LI」 住 4(平 ), 五斗代B 礫群 (縄前)200m2

野馬窪遺跡 佐久市大字猿久保字椰馬窪224-8 昭不056年度発掘調査

住 2(弥後),上坑4,溝 41,074n了



3)整理調査

4 寄山・勝負沢・

中条峯遺跡

佐久市大字志賀字寄出・勝負沢

瀬戸字中条峯

平成 3・ 4年度発掘調査

寄 曲 住445(縄～平),竪 4,上坑224,古墳 4
勝負沢 住37(縄～平),掘立 4,土坑41
中条峯 住 2(縄),上坑44(縄前),溝 4

佐久リサーチバーク造成事業

一本柳遺跡群

西一本柳‖・常本遺跡

佐ス市大宇岩村田字西一本柳・常本 平成 4年度発掘調査

下水道工事

根々井芝宮遺跡 佐久市大字根々丼238他 平成 4年度発掘調査

住56(弥中～平),掘立 2,上坑44,溝 4宅地造成

筒村遺跡∧

山法師選跡∧

佐久市大字根岸 筒村A平成3年度発掘調査 UI法師A平成4年度発掘調査
佐久市埋蔵文化財調査報告書第31集『筒村遺跡A 出法師遺跡A』中沢川河川局部改良事業

筒村遺跡B

Ш法師遺跡B
佐久市大字根岸

日向地区団体営土地改良総合整備事業

筒村B平成3年度発掘調査 Ш法師B平成4年度発掘調査
佐久市埋蔵文イヒ財調査報告書第29集『筒村遺跡B 出法師遺跡B』

藤塚古墳群

藤塚遺跡‖

佐久市大字塚原宇藤塚1554-2他 平成 3・ 4年度発掘調査

資材置き場 。工場建設 佐久市埋蔵文イヒ財調査報告書第26集『藤塚古墳群・藤塚 ||』

7 枇杷坂遺跡群

上久保田向遺跡 |||

佐久市大字岩村田字上久保田向 平成 4年度発掘調査

佐久市埋蔵文化財調査報告書第27集『上久保田向 |||』ドライブイン建設

枇杷坂遺跡群

上久保田向遺跡|∨

佐久市大字岩村田字上久保田向 平成 4年度発掘調査

ガソリンスタンド建設 佐ス市埋蔵文イヒ財調査報告書第25集『上久保田向|∨』

東ノ害臆 跡 佐久市大字下平尾字東前原東ノ割 平成 4年度発掘調査

佐ス市埋蔵文イヒ財調査報告書第32集 F東ノ割』宅地造成

4)試掘・立会調査

試掘調査 26件 (国庫補助金により実施)

立会調査 5件

楊 蜀絣 畿鰺鼈粽鯰

“

)第14固少年者古学教室

開催遺跡   榛毬平 。坪の内遺跡 (佐ス市大字根岸)

開催期日   平成 5年 8月 4・ 5・ 6日

対  象   市内小中学校生徒

内  容    8用 4・ 5日は現地にて、出土遺物の展示、佐久地方における発IF」調

査の成果について説明後、縄文時代前期 。弥生時代後期を中1額とする竪

穴住居jltの掘り下げと出土遺物・竪穴住居址等の実見を行つた。訣た、

8月 6日は朝からの雨のため、現地での教室を中止し、理蔵文イヒ財課事

務所にて、遺物等の見学を行つた。



沓沢地区者古学教室

開催遺跡   榛名平・坪の内遺跡

開催期日   平成 5年 9月 14日

対  象   沓沢区民

内  容    地域の歴史と文イヒ財に対する意識昂揚を図ることを目的として、沓沢

区からの要望があり、区民を対象とした者古学教室を実施した。

当日は土曜日ということもあり、約70名の参加者が訪れ、竪穴住居址

等の遺構の掘り下げと出土遺物の見学をイ7つた。このように市民を対象

とした者古学教室は当課では初めての開催であつたが、地元の方での関

心の深さが実感され、有意義なものとなつた。



⑮ 饂祠 爾晰RI■■‐■■|■|■■|■|||■||■■■■|■■■■■

“

)藤塚古墳群 。藤塚遺跡‖

獣骨鑑定          群馬県立大FB5で高校 宮崎重雄氏

人骨鑑定          聖マリアンナ医科大学 森本岩太郎氏

脩 n4鞣閂颯 ||■|■||■■||■|■|■||■|■■|■||■|■■|■■■■■|

佐久市埋蔵文イヒ財調査報告書 第25集  F上ス保田向|∨』

第26集  F藤塚古墳群・藤塚‖』

第27集  F上久保田向Ⅲ』

第28集  F曽根新城遺跡∨』

第29集  『筒村遺跡B 山法師遺跡B』

第30集  『市内遺跡発掘調査報告書4992』

第31集  F筒村遺跡∧ 山法師遺跡A』

第32集  『東ノ害」』

第33集  F聖原遺跡ⅥI 下電根遺跡 1 前藤部遺跡 2』

第34集  F西一本柳遺跡 |』

10
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4 本書では平成 5年度の発掘調査および報告書の干U行されていな

い発掘調査・試掘調査の概要を収録した。

2 遺跡の位置回は、佐久市発行の50,000分の 1地形図を使用した。

3 遺跡の概要は、各担当者が執筆した。

12



|■本松1古墳群|‐1第131墨苗葉

所 在 地 佐ス市大字下平尾字―本松

調査委託者 佐入市 (都市計画課)

開発 事 業 公園造成

調 査 期 間 平成 5年 5月～ 7月

調 査 面 積 4,000m2

調査担当者 小林 員寿

経過と立地

平尾富士の尾根南東斜面に構築された一本松古墳群は 3基の円墳により構成される。万助の沢

を挟んだ南東方向には丸山古墳群が存在する。

今回の調査は佐久市による公園造成事業に伴い、佐ス市から委託を受けた佐入市教育委員会が

平成 4年の 1・ 2号古墳の調査にヨ1続き実施したものである。尚、第 3号古墳は保存が決定して

いる。

調 査 概 要

第 3号古墳は標高825mの高所に構築された横穴式石室を有する円墳であり墳丘の直径 9m。

高さ 4mの規模を有し、周囲には幅 3～ 4mの周満が巡らされている。石室は長さ 2m× 幅1.2

m×高さ 4mの羨道部と長さ2.3m×幅1.6m×高さ4.8mの玄室により構成されている。

副葬品は土師器・須恵器などの上器と鏃・鎌・刀子などの鉄器であり、玉・刀剣などは含まれ

てはいなかつた。また人骨は正確な人数は不明であるが数人分が出上している。

11:1‐|111::「‐.■ fl:|:1111‐ |‐ ■■・ ■

第 3号古墳 全景 (北西から)

13



し

ヽ

ヽ

14

第 3号苗墳 全景



第 3号古墳 石室 (入□方向から)

15

第 3号古墳 遺物出土状況



丸1出1宙繁群

所 在 地 佐久市大字下平尾

調査委託者 佐久市 (都市計画課)

開発 事 業 公園造成

調 査 期 間 平成 5年 4用

調 査 面 積 7,000耐

調査担当者 小林 員寿

経過と立地

平尾富士の尾根南東斜面に構築された―本松古墳群と万助の沢を挟んだ南東方向に丸山古墳群

は存在する。今回の調査は佐久市による公園造成事業に伴い、佐ス市がら委託を受けた佐久市教

育委員会が実施したものである。

調 査 概 要

局知の 4号墳の周辺には他に古墳は存在しないことが試掘調査により半」明した。しかし、今回

新たに開発範囲の境界に接するように、古墳と考えられる高まりが出林内に 1カ所存在すること

が明らかとなつたため 2号墳として認知し、その部分の工事に際して立ち会つたが周溝等は確認

されなかつた。 2基ともに現状保存されている。

丸出古墳群 第 2号古墳
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螂雉餡lkl躙鰤

所 覆 麺 佐久市大字下平尾

趙鰤饉誦薔 佐久市 (都市計画課)

爾 発 朕 誂 平尾都市公園達成事業

趙 鰤 覇 吻 平成 5年 4月 2日～ 6用 3日

鶉 鰤 同 は 11,000ぽ

趙鰤担当警 小林員寿 。羽毛田卓也

経過と立地

下伴助A遺跡は、上信越自動車道佐久平パーキングエリアの北倶]に隣接し、平尾山南西斜面を

下る万助|||によつて形成された谷地段丘上に展開する縄文時代
。平安時代 。中世の遺跡である。

今回、佐久市都市計画課による平尾都市公回造成に伴い、破壊が余儀な<され発掘調査すること

となつた。調査地は標高800～ 840mを浸]る平尾曲南西斜面に位置する。

M量 機 躊

検出された遺構は、縄文時代と平安時代の竪穴住居llL15軒、中世の竪穴遺構 2軒、掘立柱建物

址 4棟、宙墳 (下伴助古墳)4基、止器埋納土坑 2基、上坑 6基、中世の建物址・柵夕」6棟、縄

文時代 。弥生時代 。古墳時代
。平安時代 。中世の遺物包含層40ケ所である。どの時代の遺構も上

石流により押し流されたり埋まつており、特に古墳は墳丘が跡形もな<押し流され、同溝や石室

内に上砂び蛙積していた。何圃かの上石流と万勤|||の浸食により沢や谷地が埋もれ、台地が形成

されたことが集落の成因と考えられる。なお、平安時代の住居址の床下より、役人がベルトに装

着する石帯の部品である蛇紋岩製の丸輌が出上した。

18



下伴助A遺跡 包含層掘下風景

ゴ●・ド|1輩鶴励鰤熙ヽ オif
下伴助A遺跡 縄文時代中期の住居姓
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下伴助A遺跡 中世の竪穴遺構



下伴助古墳

下伴助古墳 石室
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鶉蠅餡1鰈1躙鰤

所 在 簸 佐ス市大字下平尾 。上平尾

隧量雖託警 佐ス平尾山開発株式会社

開発事業 平尾スキー場造成工事
y鰤 期 間 平成 5年 6周 4曰～10月 4日

趙 量画は 9,300耐

爾麓担当警 羽毛田卓也

経過と立地

下伴助B遺跡は、龍神池一帯の万助||1水源に展開する縄文時代 。中世の遺跡である。今回佐久

平尾出開発株式会社によるスキー場造成に伴い、本遺跡の破壊が余儀な<され発掘調査すること

となつた。今回の調査地は、龍神池に隣接する西倶」から北倶]にかけての標高896～ 954mを演」る谷

地斜面上に位置する。

鋼量機 蔓

検出された遺構は、縄文時代前期から中期の竪穴住居址14軒 (その内 4軒は敷石住居址)、 縄

文時代早期から中期の上坑34基 (上器埋納土坑と落とし穴を含む)、 近世と考えらねる掘立柱建

物址 2棟、縄文時代早期から中期の遺物包舎層 5ケ P~F、 弥生時代後期
。古墳時代前期 。平安時代

後期 。中世の遺物包舎層各 1ケ所である。本遺跡は平尾山系の最高所にある集落址である。特に

縄文時代中期の住居址の内 4軒は、標高922rllを演」り、現在佐久市の中で最高所に位置する住居

址となつている。訳た龍神池に隣接する湧水地 (平尾大社の鳥居4寸近)の黒色包含層からは、弥

生時代・古墳時代 。平安時代の遺物が出上した。これにより、古代の水源祭祀や山岳信lllが想定

される。
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魃 ..蒻1黎輻●|■憮蟷隋蒻

所 在 地

盪褥饉託薔

鶉 夭 不 誂

趙 卜 爾 ド

盪 晰 同 蟷

胚腋橿当警

下1半勤砦跡 佐久市大宇下平尾

一本松砦跡 佐久市大字上平尾

佐ス南 (都市計画課)

平尾都市公園造成事業

平成 5年 8月 2日～9月 2日

下伴助砦跡 3,700m2

-本松砦跡 4,600m2

羽毛田卓也

経過と血鼈

下伴助砦跡 。一本松砦跡は、平尾山より南西に広がる尾根上に展開する中世の遺跡である。今

回、佐ス市都市計画課による平尾都市公園造成に伴しヽ破壊が余儀な<され、緊急に発掘調査する

こととなつた。今回調査したのは、下伴助砦跡が砦の南西端の標高830m付近の南西斜面で、―

本松砦跡が砦の南端の標高840rll付近の南斜面である。両者共に今回の造成に先立ち新しく発見

された遺跡である。

y鰤 機 憑

現地形がすでに階段状を呈しており、段曲輔と想定されたため、雑本の伐採後、人力で表上を

景」いだ。その結果、数段の段曲輔と曲輔斜面の石垣状の石積みを検出した。断層段丘の可能性が

あつたため、確認トレンチを掘肖」した結果、人為的に主砂を移動していることが判明した。また

わずかではあるが中世と者えられる陶磁器の破片も出上した。

両砦は、下伴勤A遺跡を挟み込むように伸びる尾根上に築かれ、平尾幽砦と一体を成すと者え

られる。諫た、平尾山頂に向かつて無数の段曲輔とい<つかの石積み・平坦面 (曲輔)、 堀切を

確認することができ、かなり規模の大きな曲砦であつたことがうながえる。
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一本松砦跡 遠景

一本松砦跡 石垣検出状況
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下伴助砦跡 近景



下伴助砦跡 近景 (石IE崩落状況)
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下伴助砦跡 石垣検出状況
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蝙1隋1鰈躙

所 在 地 佐久市大字上平尾

趙鰤魏託警 佐久平尾山開発株式会社

爾 発 骰 槃 平尾スキー場造成工事

趙 鰤 難 聞 平成 5年 9用 6日～10月 4日

y鰤 薗 は 4,200m2

謳斃瞳当薔 羽毛圏卓也

経過と立地

白曲砦跡は、平尾山の西繭西に位置する平尾連山のひとつ白山一帯に展開する中世の砦跡であ

る。今回、佐久平尾山開発株式会社による平尾スキー場造成工事に伴しヽ、破壊が余儀な<され、

緊急に発掘調査することとなつた。調査地はスキーリフト敷地部分で、標高896～ 1030mを測る

白山南斜面である。白山砦跡は、今回の造成工事に先立ち新し<発見された遺跡である。

ML鰈 赳

調査地付近の地形が一見階段状に見え、所で石積みが露出していたため、雑本の伐採後に人力

によつて表上を最」いだ。その結果、十数段の段曲輔と張出曲輔、曲輔斜面の石垣状の石積みを検

出した。曲体崩落と断層による段丘の可能性があつたために残りの良好な曲輛に確認トレンチを

掘肖じした結果、人為的に籍面を肖」り、土砂や石を移動していることが判明した。また、標高1,

ooomィ寸近に露出していた岩石群の表面清掃を行つた結果、地の岩をFl」用して石垣を築き、上部

|こ張出曲輔を造成してしヽることが確認された。

南西の一本松砦跡を尾根に沿つて登ると、白山砦跡に至」達する。さらに尾根を登ると平尾幽砦

跡に至」達する。法た白山砦跡より西倶」の尾根を降りると平尾城に至U達する。平尾城を舎めると平

尾山全体び城塞イヒしていると考えられる。
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白線は段曲輔

中央奥び張出曲輛の石垣
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所 在 麹

ド鰤慟麗警

鶉 冷 躙 誂

趙 眩 期 間

胚 之 圃 隆

趙心橿当警

佐久南大字上平尾

佐久平尾曲開発株式会社

スキー場造成工事

平成 5年 4用 3日～

平成 6年 3用 34日

8,800m2

上原 学 森泉 がよ子

鰻週と虚鱚

棚畑遺跡は、平尾山の北倶」斜面、舌状に張り出した台地の先端部及び、北倶」を流れる湯|||によ

つて形成された河岸段丘上に位置する。標高はア48rln～779mを演」る。

今回、佐久平尾山開発株式会社による、スキー場造成工事が行われることとなり、遺構の有無

を確認するため、事前に試掘調査をイTつた。その結果、調査を動要とされる地域は 5ケ所にのぼ

り、それぞれ |。 ||・ 川。|∨ 。∨地区とした。

剰 鰤 蠅 咆

本年度は、 |。 ||。 |||・ |∨地区の調査を行つた。調査の結果、縄文時代の住居釧43軒、古墳時

代の住居跡40軒、平安時代の住居跡 2軒、竪穴状遺構 6、 土坑404基を確認した。

遺物は、縄文式上器 。上師器 。須恵器 。石器 。鉄器などを出上した。

地区ごとの検出状況は、以下のとおりである。

1地区 遺構 :縄文時代の住居跡  6軒

(1,700m2) 平安時代の住居跡  2軒

縄文時代の上坑   24基

||1地区 遺構 :古農時代の住居跡  6軒

(3,000m2)  縄文時代の上坑   30基

‖地区 遺構 :苗墳時代の住居跡  4軒

(1,000m2) 縄文時代の上坑   34基

IV地区 遺構 :縄文時代の住居跡  7軒

(3,400m2) 縄文時代の上坑   46基
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1地区 縄文時代中期の上坑

一十

33

‖地区 占墳時代前期の住居馴



1鶉鼈輻颯踪躙礁‐量鵞|1爾警

所 在 鼈

趙鰤鈴託警

聞 斃 覇 業

爾 鰤 期 間

佐久市大字長主呂字曽根新城

佐久市 (EXI画整理課)

佐入都市計画事業岩村田北部第―

土地区画整理事業に伴う道路建設工事

平成 5年 9月 6日～10月25日

(曽根新城遺跡 ||1地区)

平成 5年12月 2日～平成 6年 1月 19日

(曽根新城遺跡∨1地区)

剰 鰤 薗 穫 4,000ぽ (||1地 EXI)。 775m2(∨ 1地区)

爾量担当警 高村博文・須藤隆司・森泉がよ子

経過と立地

曽根新城遺跡は佐ス市の北部、浅間山南麓の末端部にあたり、南西方向にのびる田切り地形の

台地上にある。標高はア33～737mを測る。

本遺跡は、平成元年度の岩村田北部第一土地区画整理事業に伴う仙禄瀧線工事に先立ち発掘調

査が実施され、「曽根新城遺跡 |」 として竪穴住居址等が検出されている。今回も事業の継続に

伴う区面道路分の発掘調査である。

ML機 赳

今回発掘調査を行つた曽根新城遺跡 ||1地 EXIからは、竪穴住暦址 4棟、土坑10基 (縄文時代の落

とし穴 3基 )、 溝状遺構 4条等が検出された。∨1地区からは竪穴住居llL 3棟、土坑 3基、溝状遺

構 9条、ビット群が検出された。

||1地区北倶」は蟹沢の田切りの縁辺に沿つており、検出されたH42号竪穴住居llLの北倶]は崩壊し

ている。大型で南東隅近<の東壁にカマドを持ち、北東に張り出しを持つ曲がり屋様の形態の住

居llLである。出土遺物には須恵器の大型甕の破片、上師質の小皿・皿・椀類がある。

溝状遺構は調査区中央で検出され、曽根新城∨・ 1地区でも連続することが確認され、約80m

×60mの方形に醒んでいる。この溝は南東カマドの住居姓 (14末～42世紀)に切られていること

から、平安時代に区面の意図を持つて掘られたものであろう。
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曽根新城遺跡 |||。 ∨|

曽根新城遺跡 ||1 第42号住居 llL

曽根新城遺跡 |||。 ∨1全体図 (4:4,000)



軋楡隆晰鰤鰤哩霙靱1隋1儡餃鋏仁鳶|■閻

所 甕 地 佐久市大字岩村田字上久保田向

鐵頷饉艶饂 佐久市 (区画整理課)

開斃ヅ鱚 佐久都市計画事業岩村田北部第一

土地区画整理事業に伴う道路建設工事

蛛鰤期 趾 平成 5年 9用 4日～40月30日

(上久保田向遺跡∨|)

平成 5年10月 26日～14用 5日

(上久保田向遺瓢 ||)

ML薗 は 440ぽ (∨1地区)。 250耐 (‖ 地区)

ML橿当薔 森泉がよ子

鰺口と豊麺

枇杷坂遺跡群上ス保田向遺跡は、浅間山南麓末端部の田切り地形が発達した地域に所在する。

平成元年度より実施された佐久都市計画事業岩村田北部第一土地EXI画整理事業の道路建設の継続

事業に伴う発掘調査である。

ML憮 八

上久保田向遺珈‖地区では中世の上農墓 3基、溝状遺構 1本と河川跡が検出されている。∨1地

区では河||1跡が検出された。この河川跡は∨1地区の北端で、幅7mであるが、50m下の‖地区で

は、幅20mに広がつている。

‖地区の上潰墓はこの河||1跡と北に入る蟹沢の田切りとの幅20rll程の狭い台地にあり、この河

川跡の右岸に沿つて並んで検出された。上濃墓は黒色上を掘り込んで構築され、人骨を良好な状

態で残していた。
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上久保田向遺豚‖

全景

上入保田向遺跡‖

第17号土尻

上久保田向遺跡‖

第4ア号上坑

人骨出上状況
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蜀1楔蜀核餃1鰤濶

所 在 地

趙心薇訥警

鼈 心 М 誂

趙 濶 栃 町

盪 頷 面 は

ML橿量薔

佐久市大字長土昌字雷根新城

中沢 健

貸店舗 。駐車場建設

平成 5年14用 4日～

平成 6年 3用 31日

3,300o12

高村 博文

瞭口と宜鼈

曽根新城遺馴|よ佐久市の北部、浅FB5山南麓の末端部にあたり、南西方向にのびる圏切り地形の

台地上にある。標高は734～736mを測る。

本遺跡は、平成 2年度の岩村田北部土地区画整理事業に伴う仙禄潮線工事に先立ち発掘調査が

実施され、電 根新城遺跡 |」 として竪穴住居址等が検出されている。

今回、中沢 健氏により貸店舗及び駐車場建設 (株式会社アルベン)が計画され、試掘調査を

イ詈つた結果遺構の存在が確認されたため、発掘調査を実施することとなつた。

盪 骰 絋 鋏

今回発掘調査を行つた曽根新城遺腋

∨地区からは、竪穴住居址 2棟、主坑

42基 (縄文時代の落とし穴 4基 )、 溝

状遺構 2条等が検出された。

検出された 2棟の竪穴住居姓は、繭

東隅にカマ |ミを持ち、出上遺物に羽

釜 。添 。椀 。小皿 。高台付きの皿形主

器等があることから44世紀末から42世

紀代に位置付けられる。

近年の発掘調査により、平安時代末

から中世にかけての資料が集積されつ

‐
Dあり、今後の調査に期待したしヽ。

曽根新城遺跡V地区全体図
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第20号住居llL実測図

第20号住居jlL出土土器
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栗毛坂遺跡群歯曽根遺翻 ll

所 在 地

調査委託者

開 発 事 業

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

経過と立地

佐ス市大字岩村田字西曽根6ア

佐久市 (区画整理課)

佐久都市計画事業岩村田北部第―

土地区画整理事業に伴う道路建設工事

平成 5年12月 2日～12月 43日

300m2

森泉がよ子

栗毛坂遺跡群西曽根遺跡は、浅間Ш南麓末端部の田切り地形が発達した地域に所在する。平成

元年度より実施された佐久都市計画事業岩村田北部第―土地区画整理事業の道路建設の継続事業

に伴う発掘調査である。東隣に接する雇用促進住宅造成事業|こ伴う調査では竪穴住居jlL 2棟、掘

立柱建物tlL4ア棟、主坑 5基を検出している。また調査区南の区画道路でも掘立柱建物tlL l棟が検

出されている。

調 査 概 要

今回の調査区は幅 4mと狭<、 現在の堰が調査区の中央を流下しており、検出面を下げたため

遺構の残りが良<なかつた。多<のビットが検出され、掘立柱建物址と考えられるものが 6棟ほ

ど組むことができたが、全体を検出することができなかつたので確実ではない。検出されたピッ

トの総数は108イ固である。この他、土坑 1基、小河川跡が 1条検出された。
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榛名1平遺跡●坪の1内1古墳

所 在 地 佐入市大字根岸字榛名平・坪の内

調査委託者 長野県土地開発公社

開 発 事 業 厚生年金保険福祉施設建設事業

調 査 期 間 平成 5年 4用 19日～平成 6年 3月34日

調 査 面 積 46,700m2

調査担当者 高村 博文 。林  華彦・三石 宗―

須藤 隆司 。小林 員寿・羽毛田卓也

冨沢 ―明 。上原  学・佐で木宗昭

経過と立地

本遺跡は、佐久盆地の西端、佐入市根岸に所在する。遺跡の地形は蓼科山麓末端の西から東ヘ

傾斜する丘陵地形で、宮川 。中沢川を見おろす台地状を呈する。調査区の標高は、台地中央部で

680mを漫」る。周辺の遺跡としては、西約400mの尾根上に瀧の峯古墳群が、また北西約 l kmには、

石附窯llL群が存在する。榛名平遺跡の調査は過去 4回行われている。ながでも昭不□53年に岸野村

誌者古資料の調査に伴い当遺跡内の表面採集がなされ、坪の内古墳などの所在確認とともに、地

元住民の方が所蔵する石器が神子柴型尖頭器であることが半」明し注目をあつめた。

榛名平遺跡・坪の内古墳付近航空写真
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調 査 概 要

今回の発掘調査では、集落tlLと して調査区台地南面にそうように縄文時代前期から平安時代後

期の竪穴式住居址105軒が検出された。各住居址は、台地斜面に構築されていた為、残存状況は

いずれも不良であつた。台地先端部において古墳 (坪の内古墳)が発見されている。この坪の内

古墳は、調査の結果直径30m内外の円墳で、主体部は破壊が著しかつたが、横穴式石室であるこ

とが確認された。石室内からは、銀銅製耳環 。ガラス小玉が出上している。

また、台地平坦部においては、竪穴状遺構・掘立柱建物址を満で方形に囲むように中世館跡

(14～46世紀頃)が発見された。検出された掘立柱建物址の柱跡は、殆どが約15～20cmほどの方

形を呈しており、一部本質の柱材が出上した。竪穴状遺構は、規模が―辺 5～ 7mを演」り、壁ぎ

わに石積みを持つものや、焼失状の遺構からは炭イヒ米が出上した。調査区西方端からは、館跡を

みあろすように一部五輔塔を伴う墓跡が48基検出されている。墓跡は、土墳墓・火葬墓・石を詰

めた土墳墓など多様であつたが、各遺構は重複も少な<、 配置も規貝」性があるように検出されて

いる。出土遺物としては、開元通宝・洪武通宝・永楽通宝などの古銭や<ぎ状の鉄製品がある。

埋没谷からは、縄文～中世の包含層中より縄文時代前期 (関山式 。神ノ木式)の上器が、同じ

<中世の包含層中より下駄・椀などの本製品がともに多量に出上している。

榛名平遺跡Ⅲ地区
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榛名平遺跡全体図
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縄文時代中期の住居tlL

:l

遺物出上状況

平安時代のカマド

44



o orc,ouo*

榛名平遺跡Ⅲ地区 土贋墓・火葬墓配置図

榛名平遺跡Ⅲ地区では、中世後期の所産と者

えられる墓域が発見された。墓の形態は右に示

した様な上廣墓・石詰めの土墳墓・火葬墓があ

る。上墳墓の形態は方形のものが多数であり、

座棺規模の円形土墳も存在した。火葬墓は煙道

を付けた様な形態のものであつた。各々の墓は

約―体分の人骨を埋葬可能と考えられるが、」ヽ

型の土墳墓で人骨の一部しか検出できないもの

もあり、今後の位置づけが問題となろう。 石を詰めた上墳墓

主贋墓 火葬墓
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仄烙鶉1踪躙鰺

所 在 地 佐ス市大字香坂字雨原

爾麓委託蓄 交栄興産株式会社     ‐

開発纂業 佐久高原レクリニーション施設造成

爾量期 間 平成 5年 9月 20日～41月47日

調な国は 3,300m2

爾量担当者 須藤 隆司

経過と立地

八風山遺跡群は、黒色緻密安山岩原産地である八風出の西南麓緩斜面に位置する石器製作遺跡

群である。遺跡は、標高4,000m前後を演じるШ間地の尾根状平坦面と月ヽ段丘状平lEl面に立地する。

本年度の調査は、オートキャンプ場調節池造成に伴う発掘調査である。

調 査 概 蔓

本年度調査の遺跡立地は、小河川と香坂川が合流する尾根先端の平埋面である。遺物の出上層

位は、約5,000年前前後に浅PB5大山から噴出したと推定されるテフラ下位の黒褐色黒ボワ上であ

る。遺物は、縄文時代前期初頭の上器群と石鏃・打製石斧・肖」器・楔形石器・景」片・砕片 。石核

等の石器群であり、総数は約4,400点である。遺構は、土筑43基である。遺跡の性格は、原産地

における石器製作姓である。その特徴は、遺物の大半が黒色緻密安山岩の泉じ片・砕片であること

石斧などの半完成品が検出されていること、分布が径 5m程のブロック群で構成されていること

住居tlL等の集落を構成する遺構が存在しないことである。

調査区 (1:5,000)
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遺物の分布

4フ

石斧出土状態



魏礫餞蒻吻射1鶉1玲燒茫躙Ⅶ

所 在 地

y鰤雖託蓄

聞 斃 ヅ 誂

y鰤 期 聞
y鰤 薗 鰺

調鰤握轟警

経Lと豊鼈

佐久市大字長上昌

東京電力株式会社千曲川電力所

鉄塔移設工事

平成 5年 9月 16日～30日

聖原遺跡Ⅵ1 423.24m2

下曽根遺跡 1 4ア耐

林 華彦

佐久市北端の小諸市境付近は田切り地形の発達した地域であり、この日切りに挟まれた台地上

には多くの遣跡群が存在している。今回、東京電力株式会社干曲川電力所により北佐ス線の送電

鉄塔移設工事が計画されたため、記録保存のための発掘調査を実施することとなつた。

M量 蠅 赳

今回の調査は、送電鉄塔基礎部分のみの限られた範囲での発掘調査であつたが、聖原遺跡Ⅶで

住居址 3棟 皓 墳時代後期 4棟、平安時代 2棟 )、 上坑 2基、下曽根遺釧 |で住居llL 3棟 (古墳

時代後期後半)が検出された。本遺跡付近は上信越自動車道・佐ス流通業務団地造成事業等に伴

う大規模な発掘調査が継続して行われている地域であり、今回検出された遺構もその一端である。

Q椿料″四∞

８
１
１
雫

X4X=+322“

0  (1:200) 4m
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聖原遺跡Ⅵ除体図 下曽根遺跡 1全体図



聖原遺馴Ⅶ 全景

下曽根遺跡 1 全景
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芝宮1遺跡群高山1遺跡

所 在 地 佐久市大字長主呂字下高山ア24-1他

調査委託者 佐久市土地開発公社

開 発 事 業 宅地造成

調 査 期 間 平成 5年 4月 3日～ 8月 34日

調 査 面 積 4,705耐

調査担当者 三石 宗一

経過と立地

芝宮遺跡群は佐ス市の北部、浅間南麓末端部の南西に放射状にのびる台地上に所在し、田切り

を挟んで北方に周防畑遺跡群 。近津遺跡群、南方に長主呂遺跡群・枇杷坂遺跡群が展開している。

高山遺跡は芝宮遺跡群の西端部に位置し、標高はア49m前後を沢」る。本遺跡群内では昭不□54・ 55。

57年度に芝宮遺跡第一 。二・三次の発掘調査が行わねたのをはじめとして、昭不□62・ 63年度に下

芝宮遺跡 |・ ‖・ |||、 南上中原 。南下中原遺跡、平成元年度に上高山遺師 |、 平成 3年度に上高

山遺跡 ‖、平成 4年度に上芝宮遺跡、平成 5年度に南下中原遺跡‖の調査が相次いで行われ、上

信越自動車道の開通などに伴い、周辺の遺師群とともに今後も発掘調査の増大が予想される地域

である。

今回、佐久市土地開発公社により宅地造成事業が計画され、遺跡の破壊が余儀な<される事態

となり、協議の結果、記録保存のため佐入市教育委員会が発掘調査を実施することとなつた。

調 査 概 要

今回の調査で検出された遺構は、竪穴住居

址24棟、掘立柱建物llL 6棟、主坑22基、溝状

遺構 2条、ビット等であり、出土遺物には土

師器・須恵器・灰釉陶器・鉄製品等がある。

検出された竪穴住居tlLはいずれも平安時代の

ものであり、カマドの位置は北壁中央が8棟

であるのに対し、東南隅に構築されるものが

14棟と多<、 これらの住居tlLからは主師質上

器小皿・羽釜等が出上している。
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高Ш遺跡付近航空写真

高山遺跡付近航空写真
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甕1鰤晰1餃鰤餞隋縣1鮨鰤瑕

所 在 地 佐久市大字長土田

趙鰤饉麗薔 佐久市土地開発公社

蝠心朕鱚 佐久流通業務団地造成

褥茫覇 胚 平成 5年 8用 4日～40用 16日

麒 鰤圃は 2,500m2

y燎瞳当薔 三石 宗一

捩週と宣鱚

長主呂遺跡群は佐久市の北部、浅PB5山南麓末端部の南西に放射状にのびる田切り地形にはさ志

れた台地上に展開する。聖原遺跡は長主日遺跡群のほぼ中央に位置し、標高735～ 744mを演」り、

南西に向かつて緩やか|こ傾斜する。聖原遺腑 |は、平成 4年度に調査さねた聖原遺跡∨9A地区

の北便]に隣接し、西倶」には上信越自動車道の開通に伴い、平成 2年度に長野県埋蔵文イヒ財センタ

ーにより調査された長止昌遺跡群が存在する。この他本遺跡群内では、昭不□63年度に上聖端遺

跡 。上大林遺跡・下聖端遺跡 |、 平成元年度に聖原遺跡‖・下聖端遺跡‖、平成 4年度に下聖端

遺跡 |||、 平成 5年度に聖原遺跡ⅥIの発掘調査が行われ、さらに、周辺の遺跡群内においても止信

越自動車道・北陸新幹線関係、区画整理事業、その他民間開発等に伴う大規模な発掘調査が継続

して行われている。

Mは 縁 赳

平成 5年度に調査を実施した聖原遺脚 |は、平成元年度から調査を行つている聖原遺跡 |。

|||。 |∨
。∨の継続事業であり、調査面積は約76,300m2に及ぶ。

聖原遺跡∨|で検出された遺構は、竪穴住居址 7棟、掘立柱建物llL47棟、上坑 3基、粘土坑 2基、

溝状遺構 3条等であり、上聖端遺跡、聖原遺跡 |。 ||卜 |∨・∨・∨|で検出された遺構の総数は、

竪穴住居址約850棟、掘立柱建物址約720棟を数える。さらに、平成 6年度には、聖原遺跡∨|の東

倶」及び北倶」の約13,000m2につしヽて調査が行われ、竪穴住居址87棟、掘立柱建物Jlt67棟、土坑、粘

止坑、溝状遺構等が検出されている。

52



聖原遺跡付近航空写真

聖原遺腑 1航空写真
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蜻1靡踪輻腑儡勒1颯1餞踪蒻|《橿

所 在 地 佐久市大字長土昌字南下中原

凸鰤悽誦晉 出光興産株式会社 松本支店

雉冬ヅ鯰 ガソリンスタンド建設

吻鰤期冬 平成 5年 5月 10日～6月 48日

用憑浙は 2,000m2

財量橿轟警 佐で木宗8召

瞭口と虚鼈

南下中原遺跡 ||の存在する芝宮遺跡群は、佐久市大字長上昌に所在し、浅PE38山に源を発する濁

川の浸蝕による田切り地形の北倶]、 標高720～760mを測る台地上に位置する。この台地の南倶]に

は長土昌遺跡群が展開しており、両遺跡群内で昭不□63年度|こ南上中原 。南下中原遺跡、上聖端遺

跡が調査され、昭不□63年度 。平成元年度に上大林遺跡、下聖端遺瓢 |。 ‖、平成元年度に聖原遺

跡‖、平成 4年度に下聖端遺跡 |||の調査が実施された。さらに、平成元年度から平成 6年度試で

に聖原遺跡で約90,000m2の調査が行われ、平成 7年度も継続して行われる予定である。

今回、出光興産株式会社松本支店が実施する佐久インターSS(ガソリンスタンド)新築工事

の計画地籍は、8召不□63年度に調査が行われた南上中原 。南下中療遺跡に隣接する地点であり遺構

が包蔵されてしヽる可台ヨ性が大きかつた。このため試掘調査を行つたところ遺構の存在が確認され、

遺跡の破壊が余儀な<される事態となり緊急に記録保存する必要ll■が生じた。そこで出光興産株

式会社松本支店より佐久市教育委員会が委託を受け発掘調査を実施する運びとなつた。

ML曖 赳

今回調査を実施した南下中原遺瓢‖|よ、全体国に示したようにE召不□63年度に発掘調査を行つた

南上中原 。南下中原遺跡に接する地点である。

調査の結果、古墳時代後難から平安時代の住居址 4棟、掘立柱建物址 2棟、満状遺構 2条、1日

河|||、 縄文時代の落し穴が検出された。こねら検出された遺構の内、第 8号住居姓、第 4号溝状

遺構、1日河川 4は前述した「南上中原・南下中原遺跡」におしヽて発掘調査区域外となつた遺構で

あり、今回その続きが確認された。
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南下中原遺豚‖及び南上中原 。南下中原遺跡全体図 (1:800)

第14号住居姓カマド

第14号住居llL(南方より)
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立石遣跡

所 在 地 佐久市大字根岸

調査委託者 荻原地区土地改良組合

開 発 事 業 土地整備事業

調 査 期 間 平成 5年 8月 25日～30日

調 査 面 積 400m2

調査担当者 林 華彦

経過と立地

立石遺跡は、蓼科山北西麓の丘陵末端部に位置し、標高は700m前後を沢」る。本遺跡は平成 2年

度から 4年度にかけて 3度にわたる試掘調査が行われ、昭不□57年度には国道442号バイパスエ事

に際して試掘調査が実施されている。近接して石附遺跡が存在しており、昭不□56年度 。平成元年

度に発掘調査が行われ、須恵器窯llL群・木炭窯址群 。古墳時代の方形周満墓等が検出されている。

今回、平成 4年度の試掘調査により、西倶」の石附川に面した斜面から火葬墓とみられる土墳が

1基確認されたため発掘調査を実施した。

調 査 概 要

火葬墓の平面形は、長軸452cm×短軸103cmの不整の楕円形を呈する。深さは45cmを測るが、北

西倶」は、傾斜面のため壁を消失し浅い。主軸はN-42°―Wを指す。相浜層の柔らかな岩盤に構築

されていた。底面に接して30～ 40om大の角礫 6個が置かれ、中央は 5 cm程径70cmの円形状に掘り

窪められていた。覆上の 2・ 3層は、焼主・炭 。人骨片を含み、―部 6個の礫上面にもみられた。

2層は特によ<焼けており焼土塊となつている。人骨は、中央の礫付近に集中して出土した。

人骨は、現在分析を依頼中であるため詳細は明らかでない。

火葬墓 (北西から) 火葬墓 (南西から)
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瞑颯1鶉1蜻鰤■1蝙閻綺鸞1餃輻

所 在 地 佐久市大字香坂字兵主曲

字五斗代

趙鰤雖託鬱 交通公社総合開発株式会社

躊夭ヅ誂 香坂地区リゾート開発

趙鰤覇 MB召不□54年12用 40日～

昭不□55年 1月 48日

蛛軋面は 200m2

趙鰤橿当薔 藤沢 平治

はLと宣燿

兵■曲遺跡・五斗代B遺跡は佐久市の東北端部に位置し、標高は960m付近を澳」る。両遺跡と

も香坂川北岸の小平埋面に存在し、河床との比高差は約20mでぁる。香坂川流域は雨原∧。B遺

跡、曲尾遺跡、本戸平∧・B遺跡をはじめとする縄文時代の遺跡が濃密に分布する地域であり、

平安時代の遺構も数多<確認されている。本調査は交通公社総合開発株式会社によるリゾート計

画の一環である道路拡幅。キャンプ施設建設に伴う発掘調査及び試掘調査である。
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兵主山遺跡地形及び全体図
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1黒色上層
Fifttllllか い。炭化物合

2茶褐色土層
粒子細かい。

3茶褐色土層
粒子tllか い。炭化物
ロームプロック含

第 4号住居llL実演]図

趙 鰤 攘 岡

兵主山遺跡第 4号住居llLは、小平坦部の中央北倶」の出斜面が平垣面となる際より検出された。

ほんの lm離れて開拓に入られた方の廃屋がある。道路用地内からは本住居lltのみの検出であり、

この地点が宅地としての好条件を備えていたことが、千年の時を越えて同一場所に居が構えられ

たことの事実が示している。調査が冬季難問にもかかわらずこの高所でLじ較的あたたがであつた

のもその所以であろうか。本住居址は、南に向けて緩<傾斜する地形に構築されている。その地

形を不」用し南候」の低い箇所に北倶」を肖」平し盛上した形跡がみられた。平面規模は南北軸長560cm、

東西軸長570cm、 東壁長480cm、 西壁長480om、 北壁長440cm、 南壁長490cm、 平面形態は隅丸台形

を呈する。南北軸方向は、N-3°―E(磁北)でほぼ北を指す。床面は全体が堅緻でPアの周辺が

低いもののほぼ平lEIである。ピットは431ulが検出され、辺 2mの方形に配されたP4～P4が主柱

穴、径420cm。 深さ30cmの北東角のPアは貯蔵穴と考えられる。カマドは北壁の中央に30～70cm大

の鉄平石をふんだんに使用して構築されてしヽる。支肱l石は2本みられ甕の二つ掛けが者えられる。
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0 (l:4) 10cm

| | |  |  |
い § 09

1 1 1  1  1
第 4号住居址出主遺物実演1図

遺物はカマド内とその周辺から多<出立し、須恵器長頸肝 添、土師器甕 。不、砥石、刀子、

石鏃がある。主師器甕は「コ」の字状□縁の甕とEllワ ロ整形の甕がある。土師器不 |ま「オ」
。

「物」
。「主」。「丸」の墨書上器が 4点みられる。平安時代 (9世紀末業)に比定されよう。
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兵主出遺跡グリッド・トレンチ出上遺物、表採土器実測図及び拓影図
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兵主山遺跡グリッド・トレンチ出主遺物、表採上器



兵主Ш遺跡 第 4号住居llL

第 4号住居llLカマド 第 1号住居tlLカマド掘り万

兵主出遺馴 遠景 兵主出遺馴 近景
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第 4号住居址出土遺物
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五ミ代B遺鰤地形及び
発掘区設定図

五斗代B遺柳は、現林道が開発工事のため

拡幅されるおそれが生じたため、地形的にみ
五斗代B遺謝礫群実沢]図

て遺跡の埋蔵されている可台ヨ性の高い地点の試掘調査を実施した際に確認された新発見の遺跡で

ある。香坂川に注ぐ小河川の左岸に形成された幅50m、 長さ400m足らずの小台地上にある。

台地の先端はすでに基盤となる□―ム層が露呈していたため、台地の基部寄りに幅 4mのトレ

ンチを4本設定した。Bトレンチからは表上下20～30cmで須恵器片が出上したため、遺構の破壊

を避けるため詳組なプラン確認は本調査にゆずることにした。AoDトレンチの交差する地点が

ら黒色緻密な安山岩を主とする礫群がみられたため、付近を若干拡張した。その結果、礫群が一

部弧を描<気配がみられ、獣だ、多量の縄文主器・石器等が出上したためそれ以上の掘り下げと

拡張は中止した。出上した土器と石器及び未完成の石器 。景U片 。砕片から、本遺跡が縄文時代前

期前業～前期後半の石器製作址の可能性が大きいことが判明した。
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趙 儡

の脱"チ

了 Dレ" いり 帥
五斗代B遺跡トレンチ出上遺物、表採遺物実測図及び拓影図

五斗代B遺跡 礫群
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|1鰹1謬|1踪|l⑬
五斗代 B遺跡トレンチ出土遺物、表採遺物

Dト レンチ

|||||111

kl
毬中‐
磋
兵士山
表採

Fト レン|チ

贔饉轟攘榛『　赫凱

Ａ蝙鑢翻罐　赫観

さ曇摯］一瑯｝　̈
Ｆトレンチ

兵主出遺跡・五斗代B遺馴・鶉ヲネ遺跡出上遺物

兵主出遺跡・五卦代B遺跡発掘調査団
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所 在 地

趙鰤饉託警

開発 朕 誂

謳 量 期 潮

謳 量 画穫

yI担当警

佐久市大字猿久保

字野馬窪 224…8

学校法人信州学園 佐久幼稚園

園舎増築

8召不□56年 6月 14日～27日

1,074m2

林 華彦

経口と虚燿

野馬窪遺跡群は佐久市のほぼ中央部、佐久市大字猿久保地籍に所在する。浅間山に源を発する

湯|||が西方に進路を変える河岸段丘上に位置し、東倶]には田切りが南北にのびる。本遺跡群の北

倶]には隣接して蛇塚B遺跡群、蛇塚A遺謝群が存在し、湯|||を挟んで北倶]に上の城遺跡群、岩村

田遺跡群、―本柳遺跡群づ展開してしヽる。標高は697rFl付近を測る。

y鰤 麟 贔

弥生時代後期の住居址 2軒、土坑 4基、溝状遺構 4基が検出された。地形は南万と東方に向け

て緩<傾斜している。耕作上は浅<20～30c耐遺構確認面の火自灰土 (P4)に達する。

Y4号住居jlLは南北の長軸長640cm、 東西の短軸長530cm、 東壁長522cm、 西壁長480cm、 北壁長

412cm、 南壁長404cmを演」り隅丸長方形を塁する。長軸の方向はN-7°一Wを指す。覆主は二層が

らなり、P3・ P4付近に攪乱があるものの総じて自然堆積である。床面は堅緻でほぼ平坦である。

壁残高は18.5～ 29.5omを演]る。ピット|ま 7 1El検出され、P4～P4の主柱穴は長辺280cm、 短辺200

cmの長方形角に整然と配され、平面形態は短辺45cm、 長辺20～30cmの楕円形を呈する。P3・ P4

は南壁に、P4は東壁にP2は西壁に向けて40°～48°の角度で傾斜している。鏑壁直下のP6・ P7

および南に傾斜するP5は入り□施設|こ関するビットと思われる。炉雄はP4・ P2の主柱穴間の

中央にあり、南北45cm、 東西40omの楕円形を塁し、大小 5個の安山岩を北に開<「コ」の字状に

配置した石囲い炉である。炉を中|いとした不整台形状の範囲は、周囲より高<掘り残されており

床面から 5 cmほど高<なつている。炉址の西慣」と北倶]に 月ヽビットがある。

弥生時代後期前半古田式の上器を主とする遺物は303点を数える。器種には 師、壺、甕、鉢が

ある。住居址中央部と南壁際中央にLヒ較的集中し、覆上 2層および床面上から多<出土している。
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野馬窪遺跡全体図
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野馬窪遺跡 全景
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第 4号住居llL実演]図
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第 1号住居姓出主主器実演l図
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0     (1 :80)    2m

l黒褐色土層
パ ミス少量含む。

2茶褐色土層
パ ミス多量に含む。

3黄褐色土層
炭化粒子少量含む。

4明黄褐色土層
ローム主体。

5黒褐色土層
ローム粒子・パ ミス少量含む。

6黒茶褐色土層
炭化物含む、焼土粒子少量含む。

7茶褐色土層
焼土粒子含む。

8赤褐色土層
焼土粒子多量に含む。

9赤褐色土層
焼土層。

♀ (l i30)Oi5m

第2号住居llL実演」図
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第 2号住居llL出主主器実沢」図
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9       (1 : 4)     19Cm

Y2号住居llLは南北の長軸長554cm、 東西の短軸長448om、 東壁長460cm、 西壁長456cm、 北壁長

330om、 南壁長346omを測り、隅丸長方形を呈する。長軸の方向はN-40°―Wを指す。

覆上は五層からなり総じて自然堆積であるが、 3層が不自然な雄積である。床面は堅緻でほぼ

平坦である。壁残高は26～39cmを測る。

ビットは191ul検出された。P4～P4の主柱穴は長辺280cm、 短辺200cmの長方形角に整然と配さ

れ、平面形態は径45～30cmのほぼ円形を呈する。P4は南東壁に向けて40°の角度で傾斜している。

南壁直下のP7・ P8およびP5。 P6は入り□施設に関するピットと思われる。また、西壁寄りの

P9～ P44は主柱穴P2・ P3とともに住居空間の間仕切りの存在が考えられる。

炉llLIよ P4・ P2の主柱穴間の中央にあり、径102cmの円形を塁し、大小 3111の安山岩を北に開

<「コ」の字状に配置した石囲い炉である。炉底面から 4 cmの厚さで焼上がみられた。炉址底面

の東西に径20cmの小ピットが存在する。

遺物は出上位置を記録したもので562点を数える。主体は弥生時代後期前半吉田式の上器で器

種には 師、壺、甕、鉢、高塔、手撮がある。獣た、立製の勾玉と磨製石鏃や不明製品も出上し

ている。住居址東壁寄りと南西壁際が希薄なもののほぼ全体から出上してしヽる。特に炉址の西倶」

に濃い分布がみられた。垂直分布では、覆± 2層 。3層および床面上から多<出上している。
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第 4号住居jlL(南万より)

第 4号住居llL(東殉より) 第 4号住居jlL遺物出土状況

第 4号住居jlLttllL 第 4号 1主居llLttllL
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第 2号住居tlL(南万より)

第 2号住居jlL(北方より) 第 2号住居llL遺物出土状況

第 2号住居jlLttllL 第 2号住居llLttllL
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第 2号1主居llL出主主器

77



檸 輻 颯写

典

炒　　檄
蝙

揚
鰊
顆

第 4・ 2号住居jlL出土遺物



発掘調査スナップ

第 4号溝状遺構

発掘調査スナップ

発掘調査スナップ

第 1号土坑

発掘調査スナップ
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